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出
産
後
も
母
子
と
も
に
健
康
で
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
産
婦
健
康
診
査
を
始

め
ま
し
た
。
こ
の
健
診
は
、
公
費
負
担
に
よ

り
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

産
後
は
心
身
と
も
に
体
調
を
崩
し
や
す
い

時
期
で
す
。
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

対
象　

市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
の
あ
る

産
婦（
４
月
１
日
以
降
に
出
産
し
た
人
に
限

る
）　

※
受
診
日
に
市
外
へ
転
出
し
て
い
る

場
合
は
、
受
診
で
き
ま
せ
ん

受
診
時
期　

産
後
２
週
間
と
産
後
１
か
月
ご

ろ（
各
１
回
）　

※
受
診
券
の
有
効
期
限
は
、

出
産
後
８
週
以
内
で
す

受
診
方
法　

産
婦
健
康
診
査
受
診
券（
兼
結

果
通
知
票
）を
大
阪
府
内
の
産
婦
人
科
ま
た

は
助
産
所
に
提
出
し
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い 

※
大
阪
府
外
の
医
療
機
関
な
ど
で
受
診
す
る

場
合
は
、
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
後
日

返
金
の
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
一
部
の
医
療
機
関
な
ど
で
は
受
診
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
医

療
機
関
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い

●異動　４月１日付け（　）は前職
【部長級】
▽政策推進部理事（大阪府職員）田淵寿　▽教育部理事

（教育部副理事兼学校教育グループ課長）酒匂雅夫　▽狭
山中学校長（教育部理事）田中典子　▽消防本部理事（消
防本部理事兼次長）中野真志

【次長級】
▽教育部次長兼歴史文化グループ課長（防災・防犯推進室
室次長）谷義浩　▽教育部副理事兼学校教育グループ課
長（東小学校教頭）尾島肇　▽消防本部次長兼総務グルー
プ課長（消防本部総務グループ課長）尾崎義次　▽消防署
長（消防署警防第１グループ課長）津田伊広

【課長級】
▽防災・防犯推進室室次長（都市整備部広域まちづくりグ
ループ課長）溝端宏亮　▽消防署警防第１グループ課長

（消防署警防第２グループ課長）今西康寛　▽消防署警防
第２グループ課長（消防署警防第２グループ参事）西村文
一　▽総務部総務・情報統計グループ参事（総務部総務・
情報統計グループ課長補佐）遠里小野隆司　▽健康福祉
部付参事（大阪狭山市シルバー人材センター）（再任用）

（総務部財政グループ参事〈公共施設総合計画推進および
公会計制度導入推進担当〉（再任用））中野弘一　▽市民生
活部市民協働推進グループ参事（都市整備部公園緑地グ
ループ参事）植田隆司　▽教育部学校教育グループ参事

（こども政策部子育て支援グループ参事（子育て支援セン
ター））隅田よし子　▽教育部社会教育・スポーツ振興グ
ループ参事（教育部学校教育グループ課長補佐）上尾悦男 
▽こども政策部子育て支援グループ参事（子育て支
援センター）（南第二幼稚園長）湯川幹子　▽東野幼稚
園長（西幼稚園長）池上佳子　▽消防本部総務グルー
プ参事（消防本部総務グループ課長補佐）中田幾治 
▽消防署警防第２グループ参事（消防署警防第１グルー
プ課長補佐）加藤秀治
●退職　３月31日付け

【次長級】
▽教育部次長兼歴史文化グループ課長　楓仁孝　▽消防
署長　内田伸弘

【課長級】
▽こども政策部保育・教育グループ参事兼東野幼稚園長 
竹口廣子

市職員の人事異動

受験申込　１日㈫から人事グループで配布する募集案内で詳細を確認し、所定の受験申込書などを７日㈪から 25日㈮
午後５時30分までに人事グループへ提出（土・日曜日を除く。ただし、19日㈯は午前中のみ受付）。郵送は 25日㈮必着 
※募集案内、受験申込書などは、市ホームページからもダウンロード可

問い合わせ　人事グループ

大阪狭山市
職員募集

採用試験の時期を
早めます

第１次試験日

６月10日㈰

試験職種
（採用予定人数） 受験資格・採用時期

事務職Ａ
（５人程度）

平成４年４月２日～平成７年４月１日に生まれた人で、学校教育法による大学を卒業（卒業見込みを
含む）または大学卒業程度の学力を有する人　※採用予定時期は、平成30年10月１日

事務職Ｂ
（３人程度）

平成７年４月２日～平成９年４月１日に生まれた人で、学校教育法による大学を卒業（卒業見込みを
含む）または大学卒業程度の学力を有する人　※採用予定時期は、平成31年４月１日

事務職
（障がい）

（１人程度）

昭和63年４月２日～平成９年４月１日に生まれた人で、学校教育法による大学を卒業（卒業見込み
を含む）または大学卒業程度の学力を有する人で、下記の要件を満たす人
①身体障がい者手帳を持っている人、②自力で通勤ができ、かつ介助者なしに職務遂行が可能な人 
※採用予定時期は、平成31年４月１日

産
婦
健
康
診
査

始
め
ま
し
た

多
胎
妊
婦
に

妊
婦
健
康
診
査
受
診
券
を

追
加
交
付
し
ま
す

　

多
胎
妊
婦
が
安
心
し
て
妊
婦
健
診
を
受
診

で
き
る
よ
う
、
妊
婦
一
人
あ
た
り
14
枚
交
付

し
て
い
る
妊
婦
健
診
の
受
診
券
を
、
多
胎
の

場
合
は
５
枚
追
加
し
て
交
付
し
ま
す
。

対
象　

市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
の
あ
る

多
胎
妊
婦
で
、
出
産
予
定
日
が
４
月
１
日
以

降
の
人

受
診
方
法　

妊
婦
健
康
診
査
受
診
券（
兼
結

果
通
知
票
）を
大
阪
府
内
の
産
婦
人
科
ま
た

は
助
産
所
に
提
出
し
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い

受
診
券
の
交
付　

妊
娠
届
出
時
に
母
子
健
康

手
帳
と
併
せ
て
受
診
券
を
交
付
し
ま
す　

※

３
月
31
日
ま
で
に
多
胎
で
の
妊
娠
届
を
出
し

た
人
に
は
、
個
別
に
郵
送
し
ま
す
。
対
象
者

で
受
診
券
が
届
い
て
い
な
い
人
は
、
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い

産
後
の
お
母
さ
ん
の
体
と
心
を
ケ
ア

クビアカツヤカミキリに注意！！
色　全体が光沢のある黒、胸部の一部が赤

赤い胸部

クビアカツヤカミキリの成虫の特徴

大きさ　オス／約４㎝
メス／約３㎝

長い触角

●どんな虫？
　特定外来生物に指定されており、幼虫が桜や梅、桃などの木
の内部を食い荒らし、木を弱らせたり枯死させたりします。幼
虫は木の中で２～３年かけて成虫になり、６～８月に木から出
て他の木に産卵することで、被害が拡大します。
●幼虫が入った木の特徴は？
　木の根元に大量のフラス（木くずとフンが混じったもの）が見
られます。
●木にフラスを発見したら？
　公共施設内の木にフラスを発見したら、市役所へ連絡してく
ださい。自宅の庭など、自身が管理している木にフラスを発見
した場合は、被害が拡大しないよう対策を講じてください。
対策例
○フラスの排出口を見つけ、薬剤を注入し駆除する
○木にネットを巻きつけるなど、成虫が外へ出ないようにする
ネットを巻きつけるときのポイント
・簡単に噛み切れない素材（農業用防風ネットなど）を使用する
・網目の大きさは４～５㎜程度で、幅２ｍ以上のものを使用し、
木の幹に二重に巻く
・幹に密着させない（ネットを噛み切ることがあるため）

問い合わせ　生活環境グループ、公園緑地グループ

成虫を見つけたら、薬剤などで補殺してください

▲木の根元に溜まるフ
ラス（木くず）

▲ネットで成虫が
外へ出るのを防ぐ

問い合わせ　人事グループ

受
診
券
の
交
付　

妊
娠
届
出
時
に
母
子
健
康

手
帳
と
併
せ
て
受
診
券
を
交
付
し
ま
す　

※

３
月
31
日
ま
で
に
妊
娠
届
を
出
し
た
人
に

は
、
個
別
に
郵
送
し
ま
す
。
対
象
者
で
受
診

券
が
届
い
て
い
な
い
人
は
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー
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Ｐ
Ｍ
2.5
の
注
意
喚
起
に
つ
い
て

　
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
自
動
車
や
工
場
の

排
出
ガ
ス
に
含
ま
れ
る
窒
素
酸
化
物
や
炭
化

水
素
な
ど
が
太
陽
の
紫
外
線
に
よ
り
反
応
し
、

「
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
」を
生
成
し
て
、
大

気
が
白
く
も
や
が
か
か
っ
た
状
態
に
な
る
こ

と
で
す
。
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
風
が
弱
く
、

気
温
が
高
く
、
日
差
し
が
強
い
日
に
発
生
し

や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　
「
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
」は
高
濃
度
に
な

る
と
人
や
植
物
に
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ

る
た
め
、
市
で
は
、「
予
報
」「
注
意
報
」な
ど
を

　
Ｐ
Ｍ
2.5
は
、
大
き
さ
が
2.5
マ
イ
ク
ロ
メ
ー

ト
ル
以
下
の
非
常
に
小
さ
い
大
気
中
の
粒
子

で
、
長
期
に
わ
た
り
高
濃
度
の
も
の
を
吸
収

す
る
と
健
康
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
大
阪
府
で
は
府
内
６
つ
の
地
域

の
う
ち
１
つ
で
も
、
午
前
5
時
か
ら
７
時
ま
で

の
平
均
濃
度
が
85
マ
イ
ク
ロ
グ
ラ
ム
／
㎥
を

超
え
た
場
合
、
ま
た
午
前
5
時
か
ら
午
後
０

光
化
学
ス
モ
ッ
グ

　
お
お
さ
か
防
災
ネ
ッ
ト
の
防
災
情

報
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス（http://w

w
w

. 
o

saka-b
o

usai.net/p
ref/

PreventInfoM
ail.htm

l)

に
登
録
す

る
と
、
Ｐ
Ｍ
2.5
の
注
意
喚
起
、
光
化

学
ス
モ
ッ
グ
発
令
状
況
、
気
象
警
報
・

注
意
報
や
、
災
害
時
の
避
難
勧
告
・避

難
指
示
緊
急
情
報
な
ど
が
メ
ー
ル
で

届
き
ま
す
。
登
録
に
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
読
み
込
む
か
、touroku@

osa 
ka-bousai.net

に
空
メ
ー
ル
を
送
信

し
て
く
だ
さ
い
。利
用
料
は
無
料
で
す
。 

※
受
信
な
ど
に
関

す
る
通
信
料
が
か

か
り
ま
す

発
令
し
、注
意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。予
報
、

注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
、
屋
外
で
の
激

し
い
運
動
や
外
出
な
ど
は
避
け
、
屋
内
へ
入

り
ま
し
ょ
う
。

　
目
が
チ
カ
チ
カ
し
た
り
の
ど
が
痛
く
な
っ
た

り
し
た
と
き
に
は
、
水
道
水
で
目
を
洗
っ
た
り

う
が
い
を
し
た
り
し
て
、
し
ば
ら
く
安
静
に
し

ま
し
ょ
う
。光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
発
令
状
況
は
、

大
阪
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://taiki.kankyo.

pref.osaka.jp/O
ausslssue/sm

og/index.
jsp

）で
確
認
で
き
ま
す
。

時
ま
で
の
平
均
濃
度
が
80
マ
イ
ク
ロ
グ
ラ
ム

／
㎥
を
超
え
た
場
合
に
、
大
阪
府
民
の
皆
さ
ん

に「
注
意
喚
起
」を
行
い
、
で
き
る
だ
け
外
出
を

減
ら
す
な
ど
の
行
動
の
目
安
も
お
知
ら
せ
し

ま
す
。Ｐ
Ｍ
2.5
に
関
す
る
注
意
喚
起
の
情
報
は
、

大
阪
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.pref.
osaka.jp/kankyohozen/taiki/taikiosen.
htm

l

）で
確
認
で
き
ま
す
。

　
大
雨
の
と
き
に
自
分
を
守
る
た
め
に
一
番

重
要
な
こ
と
は
、
正
確
な
情
報
を
入
手
す
る

こ
と
で
す
。大
雨
時
に
は
、テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
気
象
情
報
を
確
認

す
る
習
慣
を
身
に
つ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　
大
阪
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.
osaka-kasen-portal.net/suibou/

）
で

は
、
雨
量
や
水
位
の
観
測
情
報
を
提
供
し
て

お
り
、
川
の
状
況
を
イ
ラ
ス
ト
画
面
で
表
示

し
た
河
川
防
災
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

５
月
は
水
防
月
間

防
災
情
報
メ
ー
ル
に
登
録
し
て
被
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

問
い
合
わ
せ　
【
Ｐ
Ｍ
2.5
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
】生
活
環
境
グ
ル
ー
プ
、【
水
防
月
間
】

大
阪
府
都
市
整
備
部
河
川
室
ま
た
は
危
機
管
理
室
☎
０
６
‐６
９
４
１
‐０
３
５
１

　
「
宅
地
防
災
月
間
」は
、
大
雨
が
予
想
さ
れ
る
梅
雨
期
を
前
に
、
宅
地

造
成
工
事
な
ど
に
よ
っ
て
起
こ
る
崖
崩
れ
や
、
土
砂
の
流
出
に
よ
る
災

害
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
目
的
で
実
施
し
ま
す
。
宅
地
災
害
は
、
い
っ
た
ん
起
こ
る
と
家
屋
や
家
財
、
と

き
に
は
人
命
に
関
わ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
造
成
中
の
急
斜
面
や
無
理
な
積
み
方
を
し
た
石

垣
、
風
化
の
著
し
い
崖
面
な
ど
は
、
長
雨
、
大
雨
な
ど
に
よ
り
思
わ
ぬ
災
害
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
大
阪
府
で
は
、
こ
の
期
間
中
に
府
内
市
町
村
や
消
防
、
警
察
な
ど
宅
地
防
災
に
関
係
す
る
機

関
と
協
力
し
て
、
次
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

５
月
は
宅
地
防
災
月
間

防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

宅
地
防
災
技
術
研
修
会
の
実
施

　
宅
地
防
災
知
識
の
啓
発
、
普
及
を
図
る
た
め
、

5
月
下
旬
に
、
宅
地
造
成
事
業
者
、
設
計
者
な
ど

を
対
象
に
宅
地
防
災
に
関
す
る
技
術
研
修
会
を
開

催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、大
阪
府
建
築
指
導
室
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
都
市
計
画
グ
ル
ー
プ
で
配
布
す
る
案

内
チ
ラ
シ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
家
庭
で
も
、
こ
の
機
会
に
宅
地
災
害
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
に
必
要
な
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。
次

の
点
に
つ
い
て
自
宅
の
周
辺
を
点
検
し
、
早
急
に
適

　
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
編
成
し
、
宅
地
造
成
地
や
土

砂
採
取
地
な
ど
に
お
け
る
造
成
地
の
防
災
工
事
の

安
全
性
な
ど
に
つ
い
て
点
検
、
指
導
を
し
ま
す
。

切
な
処
置
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
石
垣
、
よ
う
壁
な
ど
に
亀
裂
な
ど
は
入
っ
て
い

ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
割
れ
目
か
ら
地
下
水
が
し
み

出
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

②
石
垣
、
よ
う
壁
な
ど
の
水
抜
き
穴
か
ら
う
ま
く

水
が
流
れ
出
て
い
ま
す
か
。

③
地
盤
は
沈
下
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

④
排
水
の
た
め
の
溝
に
泥
な
ど
が
つ
ま
っ
て
い
ま

せ
ん
か
。

　
な
お
、
大
阪
府
建
築
指
導
室
が
発
行
し
て
い
る

｢

石
積
み
・ブ
ロ
ッ
ク
積
み
よ
う
壁
の
自
己
診
断
マ

ニ
ュ
ア
ル｣

に
は
、
点
検
方
法
な
ど
を
具
体
的
に

記
載
し
て
い
ま
す
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
大
阪
府
建

築
指
導
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
都
市
計
画
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
大
阪

府
住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
建
築
指
導
室
審
査
指
導
課

☎
０
６
‐６
２
１
０
‐９
７
２
２

市
立
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
、

超
高
密
度
気
象
観
測
・
情
報
提
供

サ
ー
ビ
ス（
Ｐ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｋ
Ａ
®
）

を
導
入
し
ま
し
た

　
Ｐ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｋ
Ａ
®
は
雨
量
、
温
度
、
湿
度
、
気
圧
、

風
向
、
風
速
、
日
射
を
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
小

型
気
象
観
測
シ
ス
テ
ム
で
、
近
年
頻
発
し
て
い
る
局

地
的
な
集
中
豪
雨
に
よ
る
浸
水
害
や
土
砂
災
害
に
対

応
す
る
た
め
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
の
気
象
情
報
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
観
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
防
災

対
策
の
ほ
か
、
夏
の
豪
雨
被
害
や
熱
中
症
、
外
出
前

の
雨
雲
の
確
認
な
ど
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ「
Ｍ
ｙ
Ｐ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｋ

Ａ
」や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
Ｐ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｋ
Ａ　
Ｎ
Ｅ
Ｔ
」

（http://w
w

w
.poteka 

net.com
/

）で
、
全
国
の
Ｐ

Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｋ
Ａ
設
置
場
所
の
気

象
情
報
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

防
災
マ
ッ
プ
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？　

　
市
で
は
、
市
内
の
避
難
所
や
河
川
の
洪
水
リ
ス
ク
表
示
図

な
ど
を
記
載
し
た「
防
災
マ
ッ
プ
」を
発
行
し
て
い
ま
す
。
本

格
的
な
梅
雨
が
訪
れ
る
前
に
、
危
険
箇
所
や
近
く
の
避
難
場

所
な
ど
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
外
出
先
で
の
災

害
を
想
定
し
て
、
通
勤
、
通
学
路
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
も

大
切
で
す
。
防
災
マ
ッ
プ
は
、
防
災
・防
犯
推
進
室
で
配
布

し
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

平
時
に
準
備
し
て
お
く
こ
と

○
浸
水
や
土
砂
災
害
の
危
険
性
が
高
い
地
域
を
知
る

〇
自
宅
か
ら
避
難
場
所
ま
で
の
安
全
な
経
路
を
考
え
る

○
停
電
に
備
え
て
、
懐
中
電
灯
や
携
帯
ラ
ジ
オ
を
用
意
す
る

○
い
つ
で
も
避
難
で
き
る
よ
う
に
、
非
常
用
持
ち
出
し
袋
を
用
意
す
る

問
い
合
わ
せ　
防
災
・防
犯
推
進
室

　市では、省エネルギー活動推進のため、

次の取り組みを実施します。ご理解とご協

力をお願いします。

実施期間　１日㈫～ 10月31日㈬

取組内容　①執務室・会議室における適正冷

房（室内温度28℃）の実施、②軽装（クールビ

ズスタイル）での勤務

問い合わせ　生活環境グループ

夏の省エネ強化期間

１日㈫～10月31日㈬
問
い
合
わ
せ　

防
災
・
防
犯
推
進
室

▲登録ＱＲ
コード

平
時
に
こ
そ

備
え
を

▲「ＰＯＴＥＫＡ 
ＮＥＴ」ＱＲコード
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公の施設を管理する
指定管理者を募集します

　市では、平成30年度末に指定期間が満了する公の施設
について、平成31年度から各施設を管理する指定管理者
を募集します。募集する施設は、右表のとおりです。指定
期間はいずれも平成31年4月1日～平成36年（2024年）3
月31日です。詳しくは、募集要項を確認してください。
募集要項の配布場所　各施設所管グループ、または企画
グループ　※市ホームページからもダウンロードできます 
募集要項の配布期間　14日㈪～ 6月19日㈫　申請期間 
6月13日㈬～ 19日㈫　説明会　23日㈬市役所・第1・２
会議室
問い合わせ　各施設所管グループまたは企画グループ

施設名 所管グループ

1

心身障害者福祉センター及び母
子・父子福祉センター（さつき荘）
障害者地域活動支援センター
老人福祉センター（さやま荘）

福祉グループ
子育て支援グループ
高齢介護グループ

2 市立コミュニティセンター 市民窓口グループ

3

総合体育館
市民総合グラウンド
野球場
池尻体育館
ふれあいスポーツ広場
山本テニスコート
大野テニスコート

社会教育・スポーツ
振興グループ

平成 31 年度から

　毎年５月31日はＷＨＯ（世界保健機関）が定めた「世界禁煙デー」です。また、厚生労働省では 31日㈭から６月６日㈬まで
を禁煙週間と定めています。市でも、「健康大阪さやま 21（第２次計画）」において受動喫煙の防止や禁煙支援に取り組んでい
ます。
　たばこの煙には、喫煙者が吸う「主流煙」と火のついたたばこの先から出る「副流煙」があります。たばこの煙には 200
種類以上の有害物質が含まれています。副流煙と喫煙者が吐き出す煙（呼出煙）を自分の意思と関係なく吸い込んでしま
うことを「受動喫煙」といいます。
　たばこは喫煙者の健康を害するのはもちろんですが、受動喫煙によって非喫煙者の健康も害しています。特に成長過
程にある子どもは健康被害を受けやすいことがわかっています。ＷＨＯではたばこの被害を減らすため、国際条約で規
制することを決定し「たばこの規制に関する世界保健機関枠組条約」を発効、受動喫煙防止に関する取り組みをすすめて
います。また、平成15年に施行された健康増進法第25条でも受動喫煙の防止について明記されています。
　多くの人が利用する公共空間では受動喫煙防止に協力してください。現在喫煙している人は、自分だけでなく周りの
大切な人のためにも禁煙に取り組んでみませんか。禁煙治療には、健康保険適用が可能な場合もあります。禁煙外来の
ある医療機関や保健センター、富田林保健所でも禁煙相談を行っています。

受動喫煙のないまちづくりを

問い合わせ　保健センター世界禁煙デー・禁煙週間

８月から 70歳以上の人の高額療養費制度の自己負担限度額が変わります
　高額療養費制度は、家計に対する医療費の自己負担が過重にならないように、被保険者が医療機関の窓口で医療費
の自己負担分を支払った後、月ごとの自己負担限度額を超える部分が後で保険者から償還払いされる制度です。８月
から次のとおり自己負担限度額が変わります。

●入院時の食事代や差額ベッド代など、保険診療外の費用は含みません
●月の途中で 75歳になった人の場合、その誕生月は、誕生日前に加入していた医療保険制度と誕生日後の後期高齢者
医療制度の自己負担限度額が、それぞれ通常月の２分の１（半額）になります。ただし、国民健康保険被保険者は、大
阪府内の市町村間で転居した場合、転入・出市町村における自己負担限度額がそれぞれ２分の１になります。また、大
阪府内の市町村間で転居した月に 75歳になる場合、自己負担限度額が４分の１になります

（※１）（　）内の金額は年３回以上該当した場合の 4回目以降の額
（※２）低所得Ⅱとは、同一世帯の人全員が住民税非課税で、低所得Ⅰ以外の被保険者
（※３）低所得Ⅰとは、同一世帯の人全員が住民税非課税で、その世帯全員の個々の所得が０円となる被保険者（ただし、公

的年金等控除額は 80万円として計算）または同一世帯の方全員が住民税非課税で、老齢福祉年金を受給している被保険者

国民健康保険・後期高齢者医療制度加入者へお知らせ

８月からの自己負担限度額とその判定基準

所得区分
自己負担限度額（月額）

外来（個人単位） 外来と入院（世帯単位）

課税所得690万円以上 25万2,600円＋（医療費－84万2,000円）× １％　（14万100円）（※ １）

課税所得380万円以上 16万7,400円＋（医療費－55万8,000円）× １％　（９万3,000円）（※ １）

課税所得145万円以上 8万100円＋（医療費－26万7,000円）× １％　（４万4,400円）（※ １）

一般 1万8,000円（年間14万4,000円上限） 5万7,600円（4万4,400円）（※１）

低所得Ⅱ（※２）
8,000円

2万4,600円

低所得Ⅰ（※３） 1万5,000円

問い合わせ　大阪府後期高齢者医療広域連合給付課☎06－4790－2031、または保険年金グループ

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す

と
も
に
築
こ
う  

豊
か
な
消
費
社
会  

～
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
～

　

国
で
は
、
毎
年
５
月
を「
消
費
者
月
間
」と
定
め
て
お
り
、
消
費
者
・
事
業
者
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
消
費
者
問
題
に
関
す
る
啓
発
・

教
育
な
ど
の
事
業
に
集
中
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、「
消
費
者
」と
し
て
の
自
分
を
見
つ
め
な
お
し
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
際
に
は
、
本
当
に
必
要
な
も
の
か
、
も
し

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
と
き
に
は
ど
う
す
る
か
な
ど
、
家
族
や
身
近
な
人
た
ち
と
よ
く
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

消費生活センター

　消費生活センターでは、「消費生活相談員」資格を有する相談員が、消費生活
に関する相談や問題解決に向けた助言、苦情処理のための
あっせんを行っています。
　お困りのことがあれば、相談してください。電話での相
談も実施しています。

　　　　　　　　月～金曜日（祝日を除く）
　　　　　　　　午前10時～午後４時　※予約制

■利用者の傾向
　消費生活センターには、毎月平均30件ほどの相談が寄せられています。相談
者を年齢階層別で見ると、65歳以上の人の占める割合が３分の１を超えており、
全国平均の 1.5倍となっています。また、女性より男性からの相談の方が多い
のも本市の特徴となっています。

■相談の傾向
　特に本市においては、高齢者に対して高額な景品を提示して長期の新聞購読
契約を結んだことによる解約トラブルや、法務局など国の機関を騙

かた
って「訴訟最

終告知書」という文書を送りつけて、お金を支払わせようとするトラブルが増加
しています。
主な相談事例
○インターネットによる販売契約、サイト料金の不当・架空請求
○賃貸住宅の退去時のトラブル
○健康食品など通信販売
○金融商品取引（FX、バイナリーオプションを含む）に係るトラブルなど

問い合わせ　　消費生活センター（農政商工グループ内）

　　　　　　　☎366-2400

相談受付時間


